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JST COI-NEXT 量子ソフトウェア拠点
量子コンピュータソフトウェア開発のエコシステムをボトムアップで醸成

アカデミック研究者
“We are still discovery mode.” 
by J. Taylor 

開発者・事業者

Q-LEAPやMoonShotなどの 
プロジェクト成果を実践の場に

量子ソフトウェア勉強会
ユーザー・コンソーシアム

次世代を担う 
量子人材の育成

企業における 
量子人材育成

使うだけではなく作る人、 
事業化する企業も必要

研究開発課題

基礎研究

事業化・起業化への支援

企業44社、4機関

・AI・数理データ科学への応用 
・化学・物性など計算物質科学への応用 
・基盤的アルゴリズム・ソフトウェア開発 
・クラウドシステムの構築 
・制御装置開発 
・量子コン テストベッド構築
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量子ソフトウェア勉強会
優秀な学生を全国から募集し、企業人材とともに実践の場で量子ソフトウェアを学ぶ

前半座学：全13回 4時間/1回

AWS Rigetti AWS LiH クラウドシステム

量子機械学習 量子機械学習 量子機械学習

全国の学生 
104名が受講

2022年度の教育プログラム

Pythonを用いたハンズオン教材を公開

・量子コンピュータや量子ソフトウェアを作りながら学び、各社の
得意分野へと応用 
・学生さんは量子コンピュータに関わったキャリアパスを知る機会

グループワーク:(学生と社会人がチームを組んで教員のサポートのもと
ミニプロジェクトを進める）
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Rabi振動(1qubitゲート)

T1測定

冷凍機：オックスフォード

低雑音増幅器：日通機

低温ケーブル：コアックス

磁気シールド：オータマ

低温サーキュレータ：LNF

低雑音電源：エヌエフ回路

Qubit：理研制御装置：阪大
（→キュエルへ
ライセンス）

(ほぼ)国産量子コンピュータ

阪大実機：国産要素技術のテストベッド

量子ビットの動作テスト QuEL：量子ミドルウェアベンチャー

量子コンピュータハードウェア開発は
長期的な戦い．
国産要素技術の強みを伸ばす仕組み作
りが重要.
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量子ソフトウェア拠点からみた論点
• 量子コンピュータハードウェア・ソフトウェアは順調かつ着実に進化している.

• それ以上に過剰な(根拠のない)期待も膨らんでいる（期待値のマネージメント）.

• NISQデバイスはまだ価値のある使いかたを見つけられていない（アプリケーションの不確実性）．

• 確実なゴール、誤り耐性量子コンピュータには技術的ブレイクスルーが多数必要（技術的不確実性）．

• これらの不確実性は世界のプレイヤーに平等に存在．不確実であることを悲観的に捉えるか、パラダイ
ム転換のチャンスと捉えるかが分水嶺. 

• 企業の量子分野へのコミットは(例外を除いて)まだ小さい．10人規模のチームをもつ企業を増やす仕組
みづくり.

• 量子系スタートアップも圧倒的に少なく、エコシステムができてない.

• 日本では不確実性をチャンスへと自然と促す雰囲気づくり（=可視化）が重要. 

• それらの源泉となる人を育てる場（学科・専攻・研究室・教育者の育成）が必要．
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量子コンピュータ(量子技術)とSDGsを繋ぐ：SDQs

株式会社QunaSysが運営するQPARC（約５０社が参画）にて
SDQs研究会を準備中（２０２３年度より開始）

海外のプレイヤーとも連携しつつ、量子コンピュータの脱炭素化への貢献を整理し
量子コンピュータ研究を加速させる枠組みを構築することを目的とした研究会です
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SDQsの活動の狙い

活動を通じて、各層
の悩みに答えること
により、

● 量子コンピュー
タの研究開発に
取組みやすくす
る

● 結果として、 
研究開発と実用
化を正しい方向
に加速する

ことが一番の狙い

活動で明らかにしたいこと

ESG視点での、 
量子コンピュータのROI  
（経済価値&CO2削減効果） 

を明確にする

量子コンピュータでESG貢献を 
実現するために 

必要な研究開発の手順を 
明確にする

量子コンピュータの活用により、
ESG貢献が可能な領域を 

明確にする

量子コンピュータ活用に向けた 
企業の研究開発活動を 

正しく評価するための評価基準を明
確にする

【マネジメント】
量子コンピュータに取り組みたいけど、その取組意
義を、合理的に経営陣（＆その先の投資家）に説明
できない

【興味ある層全般】 
量子コンピュータに取り組みたいけど、どの領域の
どんなテーマで取り組めばよいかわからない

【技術者】
量子コンピュータに取り組みたいけど、どんな研究
開発を行えば意義があるのかわからない

対象とする悩み

【投資家】
量子コンピュータ活用に積極的な企業を投資家として
評価したいが、取り組みの専門性が高すぎて正しく
評価ができない


